
（様式３－１） 

福島県家庭教育応援企業等推進活動報告書 

企 業 名 株式会社帝北ロジスティックス 

実施項目 

＊ 取り組まれた活動に○を付けてください。 

項 目 実施に○ 具 体 的 な 取 組 

職場の家庭教

育推進 

 従業員に、家庭教育に関する資料等を配付した。 

 従業員に家庭教育に関する学習会等を開催した。 

 

 

従業員に「家族の日」や「家庭の日」を普及・啓発し、家族の団欒

の日として、職場の行事等への実施を控えるように努めた。 

生活習慣を向

上させる取組 

 

 

従業員の家庭において、子どもが早寝早起きをし、親子で朝ごはん

をとるように働きかけた。 

 従業員の家庭において、親子でラジオ体操や運動を行うように働き

かけた。 

学校行事への

参加促進 

 従業員が参観日等の学校行事に参加することができるように働き

かけた。 

 従業員が休暇を取りやすい職場の雰囲気作りに努めた。 

職場見学・体

験の実施 

 従業員の子どもに、親の働く姿を見せたり、親の仕事を体験させた

りした。 

 地域の子ども達に、従業員の働く姿を見せたり仕事を体験させたり

した。 

学校との協働

活動 

 学校の環境整備活動に参加した。 

 学校に出向き、子ども達の学習（社会科・総合・学級活動等）に協

力した。 

 地域の子ども達の放課後の居場所づくりや体験学習に協力した。 

地域行事への

協力・支援 

 従業員が親子で参加できる行事やレクリエーションを実施した。 

〇 地域の親子が参加できる行事やレクリエーションを実施した。 

 企業等が取り組む社会貢献活動に従業員が家族ぐるみで参加した。 

 子どもが参加する地域の行事等に、企業等の施設を活動場所として

提供した。 

 子どもが参加する地域の行事等に、従業員を指導者又は運営者等と

して派遣した。 

その他（ご記

入ください） 

 

 [              ] 
 

具体的な取組状況 

10 月 23 日(日)「帝北ロジスティックス×福島ユナイテッド FC 親子サッカー教室」を実施しました。 

ボールを蹴ったことがある子もない子も、一緒に楽しく身体を動かす時間を設けることで、福島県の子ど

も達の健全育成をサポートし、東日本大震災以降続く子ども達の運動不足を減らす取り組みです。 

当日はおよそ 100 名の親子が参加し、プロサッカー選手から指導を受けました。 



 

※○を付けた取組について、具体的な内容が分かるように文章及び写真等を挿入し、記載してください。

参加者の感想など、参考資料があれば添付してください。 


